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観光・人流概論   ～ インバウンド観光の新潮 流 ～   はじめに   第１編   人流・観光発展の歴史   第 1 節   人類の移動と定住   １   人類の集団移動と定住   ２   定住生活と農耕   第 2 節   定住社会における集団移動と旅の文 化の形成   1   古代社会の旅   2   ローマ時代の観光旅行   3   異民族の侵入と大移動   4   巡礼と交易の旅   ５   中世欧州社会 の人流   6   戦争による人流の発生～十字軍、フランク の侵攻～   7   大航海時代   8   東西を結ぶ旅行記と中国の大規模航海   第 3 節   大量移動した 奴隷と移民   1   米大陸先住民の滅亡と 奴隷 貿易   2   奴隷制度と契約移民（年季奉公制）   3   移民の世紀とスラムの発生   4   移民規制と欧州への帰還   5   移動の自由と教育問題   第 4 節   大型交通施設整備と観光の誕生   １   古代社会の大型交通施設整備   2   英国産業革命と鉄道   3   米国大陸横断鉄道と観光   4   シベリア鉄道と中東鉄道   5   大型旅客船と観光   6   濫觴期の航空輸送   7   観光と自動車   8   帝国主義下の船籍問題   8 - 1   植民地の法治主義   8 - 2 外国 籍船 の沿岸輸送   8 - 3   法治国家と大連籍船   第 5 節   疫病 が生み出した国境と人流   1   検疫 の起源   2   都市と疫病   3   都市蟻地獄説とコレラ一揆   4   タイタニック号事故と検疫   5   スペイン風邪と Covid - 19   第 6 節   戦争・メディアと人流・観光   1   新聞と戦争   2   国際観光宣伝時代の世相   3   ラジオとご当地ソング   4   聞蔵Ⅱに見る戦前昭和のクール・ジャパン   5   戦時体制の人流・観光の状況   第 7 節   戦後の人流・観光の動向   １   終戦前後の人流政策   2   引揚者が生み出した B 級グルメ   3   占領政策の変更の僥倖   4   占領終了と国内観光の誕生   第 8 節   為替管理制度と規制緩和   1   IMF8 条国への移行 に伴う海外観光旅行の 解禁   2   国鉄赤字の増大と主催旅行 ( パック旅行 ) の成長   3   変動相場制と海外旅行倍増計画   4   国際航空カルテル体制と パン・アメリカン 航空の 倒産   5   交通機関の民営化と規制緩和     第 9 節   海外移住と永遠の旅行者   1   海外帰還者と海外ロングステイ   2   永遠の旅行者の誕生   第 10 節   2050 年の人流～空間軸 ( 横軸 ) と時 間軸 ( 縦軸 ) から考える～   1   人口ボーナスと外国人労働者 ( 極東空間 軸 )   2   人口の東京一極集中と県庁所在地一極集 中 ( 国内空間軸 )   3   人口転換と 人口減少 ( 時間軸 )  

